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（1）『IKB1』L1 ワー クシー ト ワークシート* ワー クシー ト ワークシート*
（2）『IKB1』L5-2 ワー クシー ト カード ワー クシー ト カード
（3）『IKB1』L4,L9 ワー クシー ト カード ワー クシー ト ワー クシー ト カード
（4）
『IKB2』L11-1 タブレット端末 カード タブレット端末 カード
『IKB2』L1 タブレット端末 カード タブレット端末 ワー クシー ト カード
（5）
『IKB2』L4-1 タブレット端末 カード タブレット端末 カード，タブレット端末






（6）『IKB2』L2-1,L3-1,L8-1,L14-1,L15-1 タブレット端末 タブレット端末 タブレット端末
（7）
『IKB2』L5-1 タブレット端末 タブレット端末 タブレット端末 タブレット端末
『IKB2』L2-2,L10-1 タブレット端末 タブレット端末 タブレット端末 ワー クシー ト タブレット端末





タブレット端末 タブレット端末 カード タブレット端末
『IKB2』L3-2,L4-2,L5-2,L6-2,L8-2,L11-2,
L15-2,L16-1
タブレット端末 タブレット端末 カード ワー クシー ト タブレット端末
（10）『IKB1』L5-1 タブレット端末 タブレット端末 カー ド（表） カー ド（裏）
（11）『IKB2』L7-1 タブレット端末 カー ド（表） ワー クシー ト カー ド（裏）
（12）『IKB2』L7-2 タブレット端末 カード ワー クシー ト タブレット端末
（13）『IKB1』L6-1 タブレット端末 ワー クシー ト カード タブレット端末


































































































































































































情報を一度にまとめて提示する ◎ 〇 △
情報を分けて提示する △ ◎ ◎
練習の進行に合わせその段階で必要な情報のみを提示する ／ △ ◎
練習途中で既に行った練習内容を確認する ◎ ○ ／
学習者自身で情報を書き加える ◎ △ ／
練習を行うために広いスペースを確保しなくて済む △ ／ ◎
練習開始前の準備時間が短くて済む ◎ ／ ◎
文字を大きく見やすく提示する ／ ○ ◎
学習者が自宅に持ち帰って復習に用いる ◎ ／ ／
設問,
解答の選択肢
学習者全員で同じ情報を共有する 〇 〇 ◎
学習者それぞれが異なる情報を持つ ◎ ◎ ／
他の学習者に自身の持つ情報が見えないようにする 〇 ◎ ／
他の学習者に自身の持つ情報の一部を見せる △ ◎ ／
漢字や語の難易度に合わせた提示順にする ○ ／ ◎
ヒント表示機能を盛り込む ／ ／ ◎
設問
学習者で設問の提示順を変更する ○ ◎ ／
学習者自身で設問内容を考える ◎ ／ ／
解答の選択肢
全体の設問数や練習の進行状況を把握する ◎ ◎ ／
練習が進むにつれて選択肢数が減り,答えやすさが増す ○ ◎ ／
解答数や速さを競うといったゲーム的要素を盛り込む △ ◎ ／
解答記入欄
漢字の書き練習を行う ◎ ／ ／
練習終了後に教師がフィードバックを行う ◎ ／ ／
解答（正解）
出題者から伝えることで学習者同士のやりとりが増す ○ ◎ ／
協力解答型で一問ずつ解答（正解）を確認しながら進める ／ ◎ ◎
*◎は「大変適している」,○は「適している」,△は「可能である」を示す。
（／の中にも可能なものがあるが,実現には多くの労力や工夫が必要となる。）
